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研究内容及び成果の概要 

本研究は，保育施設において保育者と幼児が自由遊び中に，園庭のどこで，いつ，どのくらいの強度の，どんな

活動をしているのかを定量的に測定・評価することで，環境構成や保育者の援助活動が幼児の身体活動に及ぼす影

響を検討する方法を開発・確立することを目的とした． 

これまで，身体活動量計とGPSセンサから得られるデータを組み合わせ，幼児が園庭のどこでどのくらいの強度の

身体活動をしているかを可視化するために，「遊びヒートマップ」を作成してきた．本研究では，園庭環境による

違いを明示するための統計手法，およびその差を可視化する方法を検討した（図）．さらに，幼児一人ひとりの個

別データを出力する機能を加え，幼児の園庭遊びポートフォリオ作成に向けて準備を進めた．加えて，本システム

の普及を見据え，比較的安価な機材を用いてのシステム構築を試みた． 

   

12月（積雪少） 2月（積雪大） 2月―12月の差 

12月と2月のヒートマップを見比べても，2月で園舎前の活動強度が増加し，○で示した雪山エリアで活動

強度が減少していることはわかるが，2月―12月のt値のヒートマップにすることで違いが一目瞭然となる．

なお，比較的安価なGPSロガーでは寒冷下でバッテリーが保たず，調査方法に改善を要することが判明した． 

成果の公表の状況 

【著書】 

 

【学術論文】 

 
教育現場で活用可能な分野・教材等 
園庭保育での幼児の身体活動モニタリングが可能になることから，園庭環境構成の評価や保育者研修に利用

できる．加えて，小中高学校での体育授業，休み時間，および登下校時の個々の児童生徒の身体活動も同様

にモニタリングできることから，子どもたちの健康運動指導にも応用可能である． 
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コント ロール
人数： 1 6名
天候： 晴れ
気温： -2  ℃
積雪： 5  cm
雪質： 圧雪
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試験
人数： 1 7名
天候： 晴れ
気温： -5  ℃
積雪： 3 0  cm
雪質： しまり雪
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試験ーコント ロール


